
ごぼう

和歌山県御坊市の取組
子育て世代包括支援センター

産前産後ケアを中心に

設 置 場 所：御坊市役所健康福祉課
利用者支援事業：母子保健型を中心に実施



今日、お話すること

１．母子保健研究について

２．利用者支援事業

子育て世代包括支援センター

３．産前産後サポート事業

４．産後ケア事業
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御坊市の概況

昭和29年4月 １町５村が合併し
住民登録人口31,844人の
『御坊市』が誕生

御坊町・湯川村・藤田村・野口村・塩屋村・名田村
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面積 ４３．９１ｋ㎡

御坊市は和歌山県の海岸線沿いのほぼ中
央部にある県下第2位の日高平野に位置し、
ほぼ中央部を水量豊かな2級河川「日高
川」が東西に貫流しています。

主要都市までの距離は、和歌山市まで約
40Km、大阪市まで約90Km、関西空港まで
約60Kmであり、それぞれ約40分、約80分、
約75分となっています。

黒潮の影響で年間を通じて温暖な気候に
恵まれています。
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御坊市の概要
総人口
（令和4年7月31日現在）

22,235人

世帯数
（令和4年7月31日現在）

10,892世帯

老年人口
（令和4年5月31日現在）

32.6％

令和３年出生数 131人

令和元年合計特殊出生率 1.25 （国1.36）
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人口の推移と高齢化率

2807 2702 2591 2480

14000 13697

13329 13035

7238 7241 7281 7283

24,045 23,640 23,201 22,798 
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（資料：令和３年度 保健業務の概要 より）

人
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今日、お話すること

１．母子保健研究について

２．利用者支援事業

子育て世代包括支援センター

３．産前産後サポート事業

４．産後ケア事業
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母子保健研究
取り組みのきっかけ
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地方新聞

全国ワースト２位は「一過性」

御坊市女性平均寿命

特殊要因重なる 施策は一層充実を

（紀州新聞. 2013年8月11日）
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御坊市の健康課題

• 平均寿命が短い

• ＳＭＲでみると、肺がん・肝臓がん・ＣＯＰＤが高い

• 特定健診・がん検診の受診率が低い

• 妊婦の喫煙率が高い

• ３歳児のう歯罹患率が高い 等々

母子保健連絡協議会、健康づくり推進協議会で検討はしてきたが・・・

★和歌山県立医科大学 公衆衛生学教室
北野尚美先生に指導協力を依頼

（平成２５年９月１３日）
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• 平成２６年２月２８日 17：00～ 於：和歌山県立医科大学

「地域母子保健の実践に役立つ評価研究の勉強会」

山梨大学大学院医学工学総合研究部 社会医学講座

鈴木孝太先生との出会い

• 甲州プロジェクトの概要

（山梨県甲州市母子保健縦断調査）

母子保健コホート研究を知る

※御坊市の場合、事業は年度集計に終わっていた。

御坊保健所でも事故予防アンケート、タバコのアンケートを実
施していたが、いずれも年度集計であった。
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自治体における母子保健情報の
電子データ化と、それに伴う課題
の検討

御坊市役所健康福祉課 津村 千賀

第７４回日本公衆衛生学会 発表 平成２７年１１月
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• 社会経済的格差

• 健康格差の拡大

「健やか親子２１における調査」

• 母子保健領域
地域格差の存在

日本の現状
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和歌山県母子健康カード

妊婦氏名
配偶者氏名
（パートナー）
生年月日
職業
家族構成
住所
連絡先

妊婦本人が記入
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たばこに関するアンケート
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役立ったこと
• 母子健康カードを基に母子保健事業を実施し
てきたので、一組の母児の情報を縦断的に
電子化できた

• たばこに関するアンケートを母子健康カード
に貼付していたことでデータ化しやすかった

• 電子化の視点をもってカンファレンスができる
ようになり、健診結果の評価が統一化されて
きた
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役立ったこと ２

• 妊娠届出時にアンケートの開始
母子健康カードの本人記載等
⇒面接時における業務改善

• 保健師間でのカンファレンスや気づきノートへ
の記載

• データ化するにあたり情報記載のマニュアル
化がされた
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課題
• 記入漏れや客観性に欠ける記載が認められ
た

• クラウド化が進む中で活用できるデータであ
るかどうか見極めすることが難しかった

• 母子保健事業が個人と集団の双方を対象と
して実施していること
⇒集団としての結果を個人に還していくこと
の重要性
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母子保健研究に取り組んでよかったこと

• 大学が協力してくれることで、大きな学びとなった。

• データを見る大切さを学んだ。

• 電子化する過程で、母子保健事業の有り方を改め
て評価することができた。

• クラウド導入の時期と重なり、何を入力しておく方
がいいか、検討できた。

• 学会で発表するにあたり、業務をこえて保健師間
で検討することができた。

• 保健師間の共通認識が持てた。
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母子保健研究（データ化）に取り組む
保健師の声

• おもしろい

• 楽しい！

• 学びなおし。

• 毎日が忙しく事業に追われていたが、立ち止まり考
えることも大事。

• 課題が見えてくる。

• 主観と感じていたことが数字で表せた。

みんなにもわかるし、伝えられる。

• 市のデータは、市民が身近に感じてくれ、反応がみ
れる。 25



日本公衆衛生学会発表演題リスト
年度 タイトル 発表者 開催地

H26 標準化死亡比の年次推移からみた御坊市の特性～地域実態に基づいた施策の展開に向けて～ 川合 さとみ 栃木県

H27 自治体における母子保健情報の電子データ化と、それに伴う課題 津村 千賀 長崎県

H27 幼児の生活習慣についてのアンケート結果から抽出された地域の課題の検討 原出 君枝 長崎県

H28 教育と協働で実施する、5歳児健診を中心とした切れ目
のない発達支援 中山 真美子 大阪府

H28 喫煙対策を中心とした健康づくりに向けて～和歌山県御坊市の取り組み～ 上 かおる 大阪府
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年度 タイトル 発表者 開催地

H29 喫煙対策を中心とした健康づくりに向けて（第2報）～和歌山県御坊市の取り組み～ 川合 さとみ 鹿児島県

H29 5歳児健診の生活習慣アンケートから見えてきた
幼児の生活リズムの課題 南 ふみ 鹿児島県

H30 子育て世代包括支援センター「にっこりあ」を立ち上げて～子育て支援の充実～ 津村 千賀 群馬県

R1 喫煙対策を中心とした健康づくりに向けて
～和歌山県御坊市の取り組み～（第3報） 川合 さとみ 高知県

R1 妊娠届出時のアンケートから見えてきた、
食習慣における課題 湯川 はるか 高知県

R４ 子育て世代包括支援センター「にっこりあ」
～和歌山県御坊市の取組（第２報）～ 津村 千賀 山梨県

R４ 新型コロナウイルス感染症流行下の母子保健事業
を振り返って 亀井 瑞生 山梨県

日本公衆衛生学会発表演題リスト
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日高医師会
日高歯科医師会

産婦人科医師、小児科医師
歯科医師

母子保健関係者
在宅栄養士 在宅助産師
在宅歯科衛生士

関係団体の代表
御坊市健康推進員会
御坊市食生活改善推進協議会

関係行政機関の
職員

御坊保健所（保健師、児童福祉司）
ひだか病院 助産師
御坊市役所
教育委員会
社会福祉課
幼稚園・保育園 （園長）
小学校・中学校 （養護教諭）
市子育て支援センター

母子保健連絡協議会 構成メンバー

母子保健研究からの実践
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母子保健研究からの実践

母子保健連絡協議会
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令和３年度 御坊市
妊娠届出時たばこのアンケートより

妊娠中にタバコを吸っているのは

（やめた人も含む）、

約１割。

４割の夫

妻の妊娠中にタバコ吸ってい
る

妊婦 132人
パートナー129人

減らない
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妊娠届出時に配布するリーフレット たばこ
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妊娠届出時に配布するリーフレット 栄養
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乳幼児健診に配布するリーフレット むし歯予防
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河南地区を中心に
スイートピー
カスミソウ
スターチス

生産量、日本一！
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今日、お話すること

１．母子保健研究について

２．利用者支援事業

子育て世代包括支援センター

３．産前産後サポート事業

４．産後ケア事業
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開設までの経緯

・周産期のメンタルヘルス支援の弱さ

・新生児訪問や乳児訪問は、実施しているが

マンパワー不足と訪問時期

課題
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保健師による乳児訪問率

61.6% 63.5% 68.2% 74.7%
62.3%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年
n=211         n=222         n=176         n=194        n=162
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「産後指導・ケアを十分受けられた」
と回答した割合

52.7%

71.4%
82.7%

0.0%

50.0%

100.0%

H25年 H27年 H28年
n=55                             n=189 n=162
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・国と県が
子育て世代包括支援センター開設を推進
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開設までの経過

・御坊市第4次総合計画（H29~31年度）への位置づけ
＜H28年度＞

・H29年度予算確保
人員確保、設備改修（相談室の改修、専用電話の開設等）

・組織改編
＜H29 年4月健康福祉課内に母子保健係が独立＞

・子育て世代包括支援センター開設準備事業

（補助金）の活用
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健康福祉課

・母子保健係

子育て世代包括支援センター

・健康増進係

・障害福祉係

・福祉医療係
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わかりやすいネーミング
（にっこりできるエリア）

愛称を募集！２８９人応募

にっこりあ に決定

電話番号も
23-2525 （ にこにこ ）
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子育て世代包括支援センター

にっこりあ （H２９年６月開設）

・子育て相談に
のってほしい

・体重を計ってほしい
・離乳食の進め方

にっこりあマスクでPR♪
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健康福祉課 保健師配置状況

市役所2階にあります

• 母子保健係（現６人）

• 健康増進係（現６人）
•

• 障害福祉係（現５人）

• 福祉医療係（現３人）

• 課長１人 課長補佐１人

統括保健師 １人
保健師 ５人
（２人育休中）

保健師 ４人
（１人育休中）
栄養士 １人

保健師 １人

介護福祉課
包括支援センター

保健師 ２人
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のスタッフ

•在宅助産師 ２人

•在宅保健師 ３人

•母子保健係 保健師 ４人

•事務 ２人

子育て世代包括支援センター
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人と自然が調和し、笑顔と活力あふれる御坊
～みんなで創る、安全・安心のもと健康でいきいきと暮らせるまち～

①安心して妊娠・出産ができる環境づくり

②子どもがすこやかに成長できる

環境づくり

③子育てしやすい環境づくり

第５次御坊市総合計画
令和３年 令和１２年
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出生数
594
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出生数と死亡数の年次推移

100

150

200

250

300

350

400(人数）

出生数 186 196 216 192 210 215 174 194 162 174 160 134 131

死亡数 307 320 353 321 331 378 360 294 306 311 315 299 331

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30 R元 R2
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妊娠届出数

426
391

284

233
164

140
151 132
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Ｓ50年度 Ｓ60年度 Ｈ5年度 Ｈ15年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度

R3年度は、132件でした。
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❤ 妊娠届出の様子 ❤

窓口や奥の相談室で、妊婦さんと
じっくりお話します☺

妊婦さんを感染から守るため、
妊娠届出時にマスクを

お配りしています
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医療機関数

病院
一般診療所

助産院 歯科 薬局
全科 産婦人科

（再掲）

御坊市 3
（うち産婦人
科外来1）

31 2 1 17 21

御坊
保健
医療圏

4 55 2 1 27 30

和歌山県 83 905 45 24 521 463

JMAP 地域医療情報システム令和3年11月時点

分娩できるのは
ひだか病院のみ

2機関とも分娩×
妊婦健診のみ○ 52

御坊市の医療機関



ひだか病院の分娩件数

495 475 489 493
432

392 391

0

100

200

300

400

500

600

分娩数
ひだか病院 産婦人科病棟
助産師より データ提供
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関係機関との連携体制

・妊娠届出受理
・アンケートの記入
・アセスメント

・更にアセスメント
→妊婦を「特定A」
「特定B」に区分

にっこりあ ひだか病院

特定妊婦連絡票 発行

・医師の判断で
助産師外来への紹介

必要時、電話連絡
・電話連絡
・妊婦訪問

退院連絡票 発行

・退院後早期の
新生児訪問

妊娠中

産婦健診情報提供書 発行

産後

産婦健診情報提供
対応結果票 発行・産前産後サポート事業の紹介

・入院中に新たな要支援産婦の
支援開始
→退院後1週間以内に
電話連絡

必要時、電話連絡

入院中 病院訪問
ケース検討会

・産後2週間、4週間の2回
産婦健診を実施
エジンバラ産後うつ質問票を
全産婦に実施

・EPDS 9点以上または

項目10が1点以上なら
市へ連絡

・電話連絡、必要に
応じて訪問

・産後ケア事業の紹介

・生後2か月頃の
保健師訪問
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妊娠届出数（132人）の年齢別状況
＜令和３年度＞

・妊婦連絡票発行 9 人（特定妊婦）

・医療機関から連絡を受けた妊産婦 13 人

年齢 人数 ％
１９歳以下 3 2.3
２０～２４歳 25 18.9
２５～２９歳 36 27.3
３０～３４歳 38 28.8
３５～３９歳 22 16.7
４０歳以上 8 6.1

支援が必要な方は
妊娠中から

にっこりあでフォロー
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和歌山県母子健康カード

妊婦氏名
配偶者氏名
（パートナー）
生年月日
職業
家族構成
住所
連絡先

妊婦本人が記入
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妊娠届出時アンケート
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ひだか病院助産師と協議作成した
アセスメントシート H30.8.16作成

名前、ジェノグラム等、基本情報
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ひだか病院助産師と協議作成した
アセスメントシート H30.8.16作成
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特定妊婦連絡票発行件数

重複あり

未入籍 若年 経済面 支援者
がいない 妊婦

喫煙

届け出
遅れ

精神面 その他

H29 4 5 3 1 1 2 3 7

H30 8 3 7 5 3 1 5 5

H31 4 2 2 1 1 2 1 6

R2 5 2 2 2 1 3 3 8

R3 2 1 3 5 2 2 6 6

（その他内訳）
・本人の理解面 4
・被虐待歴 ２
・DV疑い 2

9（5.3％）

14（8.5％）

8（5.7％）

10（6.6％）
9

（6.8％）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度
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退院連絡票受理件数

（内訳）重複有

精神面での既往 4
育児不安、エジンバラ高 ３
若年 ２
未入籍 2
支援者がいない 2
本人の理解面 １
双胎 １
経済面 1
身体面（妊娠高血圧腎症） 1

8

4

9
8

13

0

2

4

6

8

10

12

14

H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度
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産婦健診
H31年４月から産婦健診の公費負担開始
産後うつのスクリーニング：エジンバラ産後うつ病質問票で、
9点以上/項目10※が1点以上だった場合、病院から市に連絡が来る

R元年度 R2年度 R3年度

高EPDS者
14人/119人
（11.8％）

10人/129人
（7.8％）

13人/130人
（10.0％）

産後ケア事業利用者 1件 1件 1件

支援者がいない、
面会できないことで不安

※「自分自身を傷つけるという考えが浮かんできた」
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にっこりあ会議 支援プラン作成
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支援プランシート
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支援プランの作成数

妊婦 産婦 乳幼児

平成30年度 17 2 0

令和元年度 20 14 5

令和2年度 23 5 3

令和3年度 11 7 1
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• 来所 ８４件

• 窓口 ５２３件

• 電話 ８０0件

• オンライン １件

• 訪問 ５２５人

新生児訪問 実９０人（延べ９３人）

乳児訪問 実１２８人（延べ１５９人）

• 関係機関との連絡 ４５０件

妊娠期から乳児までの支援が充実

子育て世代包括支援センター

にっこりあ利用状況（R３年度）

２，３８３件
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オンライン相談の様子
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専門職による乳児訪問率の経年変化

86.0%
(n=171)

95.0%
(n=161)

100.0%
(n=135)

100.0%
(n=133)

100.0%
(n=133)

0.0

50.0

100.0

H29年 H30年 R元年 R2年 R3年

%
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今日、お話すること

１．母子保健研究について

２．利用者支援事業

子育て世代包括支援センター

３．産前産後サポート事業

４．産後ケア事業
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産前・産後サポート事業

にっこりあサロン
• 毎週月曜日

• １４：００～１６：００

• 福祉センター２階

令和３年度は４５回開催
実４５組、延２１３組が参加

内２組がオンライン参加

 

御坊市 子育て世代包括支援センター にっこりあ 

日 時：毎週 月曜日（祝日を除く） 

14 時～16 時（開場 13 時 45 分） 

場 所：御坊市福祉センター 2 階 

対 象：妊婦さん、産婦さん、乳児 

持ち物：バスタオル、オムツ 

日程・持ち物 

月に１度、講師に

よる「ミニ講座」

を開催しています 

４／２５ ベビーマッサージ ７／２５ 
親子ふれあい 

    歌あそび 

５／３０ 
骨盤ケア＆ 

マタニティヨガ 
８／２２ 

親子ふれあい 

歌あそび 

６／２０ ベビーマッサージ ９／２６ 
骨盤ケア＆ 

マタニティヨガ 

 

ミニ講座（要予約） 

御坊市 子育て世代包括支援センター にっこりあ 
📞📞０７３８－２３－２５２５

に こ に こ

 

 

★オンラインでも参加できます★  
詳しくはコチラ → 

▲ ベビーマッサージの様子 

出生数の約3割の方が参加
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月に１度、講師による「ミニ講座」を開催しています

▲ ベビーマッサージの様子

４／２５

ベビーマッサージ

７／２５

親子ふれあい

　　　　歌あそび

５／３０

骨盤ケア＆

マタニティヨガ

８／２２

親子ふれあい

歌あそび

６／２０

ベビーマッサージ

９／２６

骨盤ケア＆

マタニティヨガ



体重測定・授乳相談の様子

「誰かとお話したい」「ママ友を作りたい」

「安心できる場所で遊ばせたい」

にっこりあサロンは、そんなお母さんたちが

気軽に立ち寄って過ごしていただける場所です。

絵本の読み聞かせや、子育て相談等も行っています🌼



日時：毎週 月曜日（祝日を除く）

14時～16時（開場13時45分）

場所：御坊市福祉センター　2階

対象：妊婦さん、産婦さん、乳児

持ち物：バスタオル、オムツ

日程・持ち物

御坊市　子育て世代包括支援センター　にっこりあ

★オンラインでも参加できます★　

詳しくはコチラ　→

御坊市　子育て世代包括支援センター　にっこりあ

📞０７３８－２３－２５２５ (にこにこ)
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最近のにっこりあサロン

ミニ講座は盛況！
ベビーマッサージの様子

毎回4.5人ほど参加
してくれています。
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産前・産後サポート事業

にっこりあサロン参加者数

62 59 42 45

135

200
169

213

0

50

100

150

200

250

2018（H30） 2019（R1） 2020（R2） 2021（R3）

（人）

実人数 延人数
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久しぶりに他のお母さん

と話ができてよかった

お顔が見えて

安心しました。

サロンが始まるのに合わ

せて、自分の生活リズム

を整えることできた

オンラインは初め
てだけど、何とか

使えました。

楽しかった！

オンラインサロン
75



0.0%

50.0%

100.0%

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度

86.5％

(n=170)
93.7％

(n =127)
91.8％

(n=122)
94.4％

(n=142)84.3％

(n=153)

①４か月児健診における
「産後指導・ケアを十分受けられた」と回答した割合
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満足度_退院後_指導
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助産師さんに相談できてよかった

気軽に来やすい
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日高港

クルーズ客船「飛鳥Ⅱ」寄港

ラ・フェスタ・プリマヴェラ
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太平洋を流れる黒潮に乗って、青魚を中心に様々な魚が獲れます。
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今日、お話すること

１．母子保健研究について

２．利用者支援事業

子育て世代包括支援センター

３．産前産後サポート事業

４．産後ケア事業
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産後ケア事業

開始年度：Ｈ３１年４月～

対象：産後1年未満の褥婦及び産婦並びに
その新生児・乳児

委託先：バースハウス・なかにし助産院
福助産院
ちひろ助産院
ひだか病院（宿泊型のみ）

心身の不調、育児不安、育児支援の不足などで支援を
必要とする方が助産師のケアを受けることができる
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産後ケア事業

実施機関

自己負担料金（円）

デイ型
（回）

宿泊型（日）

課税世帯 非課税世帯 生活保護

バース・ハウス
なかにし助産院

800

5,000 2,500 無料

福助産院

ちひろ助産院

ひだか病院※
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産後ケア事業

H31年度 R2年度 R3年度

申請者数 3 4 3

利用者数 3 2 4

利用回数
（実人数）

宿泊型 2(1) 0 2(1)

デイサービス型 9(3) 6(2) 13(4)
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バース・ハウスなかにし助産院
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令和３年度 産後ケア事業利用件数

• 宿泊型

実１組（１泊２日）

• デイサービス型

実４組 延１３組

サービス内容

• 産婦の母体管理

• 乳房管理

• 沐浴指導

• 育児指導

• スキンケア 等

89



• 産後ケア事業を開始後、利用可能だった

乳幼児２０２人を対象に実施

• 令和４年度 4/14～8/25
４か月児健診・１０か月児健診

１歳６か月児健診・２歳６か月児歯科健診

問診票とアンケートを事前送付

当日、面接相談

産後ケア事業に関するアンケートを実施
・周知度 ・ニーズ ・利用したくても利用に至らない理由は？etc...
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1子

51%2子

31%

3子

16%

4子

0%

5子

1%

6子

1%

１７４人が回答

n=174

回答者の年齢 第何子
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18～20歳
1%

21～24歳
13%

25～29歳
28%

30～34歳
26%

35～39歳
22%

40歳以上

10%



里帰りをしたか

していない

46%
した

54%

「その他」の詳細
◎新型コロナの影響 ◎実父母or義父母と同居

◎上の子の学校、保育園のことを考えて 〇実家が近い 〇両親が共働き
〇自営業で産後すぐから働かなければならなかった etc...
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n=174

夫が育休を

取った

4%

実母・姑が

来てくれた

50%

その他

46%

里帰りしない理由
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n=174

知っている

74%

知らない

26%

産後ケア事業を知っているか

妊娠届出
27%

出生届出
18%

訪問
32%

病院からの紹介
15%

御坊市HP
2%

その他
6%

産後ケア事業をどこで知ったか



産後ケアを
利用してみたいと思うか

ある
12%

ない
88%

「思う」と答えた方へ
産後ケアを利用したことがあるか

n=74
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n=174

思う

43%
思わない

57%



ある
12%

ない
88%

産後ケアを利用したことがあるか

思う
100%

今後も産後ケアを

利用したいと思うか

n=9 96
n=174
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89

36

18

20

18

13

13

7

4

3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

十分な支援を受けられたから

その他

申請が面倒だから

コロナ禍で外に出たくなかったから

具体的に何をしてくれるかわからないから

赤ちゃんを連れて外出することがおっくうだから

費用が高いから

助産院がどんな所かわからないから

実施機関までの交通手段が無いから

家族に反対されるから

産後ケア事業を利用しない理由



n=125
98

77

46

34

27

6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

一時保育の充実

家事支援サービス

買い物代行サービス

家で赤ちゃんの世話をして欲しい

その他

利用したいサービス



訪問支援等が充実してきたように思います。
早期からの支援がありがたいです。

わからないことや悩みなどお話をきいてアドバ
イス、ご指導くださり大変心強く感じました。

アンケートで頂いた声
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産後ケアの話は市役所で聞いてはいましたが、イマイチピン
とこず…。友人のSNSで知りました。文字だけの説明だけで
なく、写真付きで、別料金を支払えばご飯も用意してくれる
説明とか…ホームページやSNSでも紹介して頂けたら、内容
もわかりやすく、利用しやすいように思います。

父親教室、祖父母教室などもあればいいなと
思いました。

ベビーシッターさんやドゥーラ（産前産後ヘルパー）さんがい
れば利用したかったです。里帰りするか悩んだ際に、ドゥーラ
さんに依頼して里帰りせず頑張ろうかなと思っていました。
ドゥーラさんがいなかったので、里帰りしました。
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産後ケア事業アンケートから
分かったこと①

●この地域では、「支援者が身近におり、十分な支援
が受けられた」産婦が多い
・産後ケア事業を利用しなかった理由として、半数以上が
「十分な支援を受けられたから」と回答

●約4割の産婦に、産後ケア事業のニーズがある
・中には転勤等で御坊市に縁もゆかりもない人も
・祖父母世代と同居していても、現役で勤労している場合、
支援がほとんど得られない

→支援を得やすい地域性であっても、ニーズはある
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産後ケア事業アンケートから
分かったこと②

●「利用したくても利用できない」 少数ながら存在
・「交通手段がない」「赤ちゃんを連れて外に出るのがおっくう」
「コロナ禍で外に出たくない」

・しんどいから支援を受けたい、支援を受けるためには家から
出ないといけない、外に出ることすらしんどくて出来ない、
行けないから支援を受けられない…更にしんどくなる

支援を求める人に支援が行き届かないという大きな問題
アウトリーチ型のサービスがあれば解決できたか…
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産後ケア事業アンケートから
分かったこと③

●「三世代世帯」が当たり前だった昔は祖父母が担っ
てくれていた役割を、行政サービスに求める傾向に
・「産後利用したいサービス」として、「家で赤ちゃんの世話」
「買い物」「家事」「一時預かり」 約7割が回答

・核家族世帯・共働き世帯の増加、60歳以上の雇用の増加
家事や買い物すら「家族の誰かに」と頼りづらい時代

→「そんなことくらい自分たちで」ではなく、
時代の色調、社会全体の流れに合わせ、福祉サービスも
国が主体となって拡充していく必要性
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産後ケア事業アンケートから
分かったこと④

●「横のつながり」「縦のつながり」「公的機関」よりも
情報収集はネットに頼る時代

・現代の若い母親・父親にとって、特にコロナ禍になってからは、
情報の宝庫である「横のつながり」を持つ機会が激減

・「にっこりあサロンの口コミで産後ケアの利用が少し増えた」
➡ 横のつながりによる情報拡散力は絶大

全ての人が、等しく情報をキャッチ出来る情報発信の方法
一目見たらイメージ出来るホームページ、リーフレットの工夫

そんな良いサービスがあるなら
使いたかった...
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今後検討していきたい産後ケア事業
アウトリーチ型の課題

・利用者負担額が発生する
にっこりあの訪問支援は無料

・総合病院を除くと市内に助産院が1か所

・十分なケアをするためには、道具が揃っている
助産院で産後ケアを提供したい
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